
 

ユニバーサルデザインに関する意識調査 

 

Ⅰ アンケートの概要 

 （１）実施期間 平成 26 年 7 月 10 日（木曜日）から 7 月 29 日（火曜日）まで 

 （２）対象者数 1,181 人 

 （３）回答者数  842 人 

 （４）回答率  71.3% 

 

  ア 性別 

 男性 女性 

回答者数 459 人 383 人 

構成比 54.5% 45.5% 

 

  イ 年齢階層別 

 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代以上

回答者数 83 人 169 人 206 人 196 人 157 人 31 人 

構成比 9.9% 20.1% 24.5% 23.3% 18.6% 3.7% 

 

  ウ 地域別 

 北勢 中南勢 伊勢志摩 伊賀 東紀州 

回答者数 399 人 246 人 106 人 70 人 21 人 

構成比 47.4% 29.2% 12.6% 8.3% 2.5% 

    ※北勢地域 四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市 

          木曽岬町、東員町、菰野町、朝日町、川越町 

    ※中南勢地域 津市、松阪市、多気町、明和町、大台町 

    ※伊勢志摩地域 伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町 

    ※伊賀地域 名張市、伊賀市 

    ※東紀州地域 尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町 
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Ⅱ アンケート結果 

   ※文章中のパーセント表示については、小数点第１位に四捨五入してあるため、必ず

しもそれぞれの和にならないことがあります。 

 

 １ 「ユニバーサルデザイン」の意味の認知度及び関心について 

 

 

 

 ユニバーサルデザインの意味について全体で 64.2%の方が知っていると回答して

います。 

 年代別に見ると、40 歳代（76.7%）、20 歳代（74.7%）、30 歳代（62.2%）の

順に高くなっています。 

 

 また、ユニバーサルデザインに関心のある方は、「意味を知っており、関心もある

（39.0%）」「意味は知らないが、関心はある（27.8%）」と回答されている方を合わ

せ、66.8%となっています。 

 年代別に見ると、７０歳代以上（77.4%）、60 歳代（75.1%）、50 歳代（68.4%）

とおおむね年齢が高くなるほど関心が高くなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ユニバーサルデザインの意味の認知度及び関心（年代別） 

 

 

Q1 「ユニバーサルデザイン」の意味をご存じですか。また、関心はありますか。
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 ２ 設備等に関するユニバーサルデザインについて 

 

 

 

 

 

 多くの人が利用する施設やバスなどの乗り物についてだれもが使いやすくなってい

ると感じるかという問いに、「そう感じる（11.0%）」「どちらかと言えばそう感じる

（55.3%）」と回答した方は、合わせて 66.4%となっています。 

 

  年代別に見ると、20 歳代（72.3%）、30 歳代（67.4%）、60 歳代（66.3%）の

順で高くなっていますが、世代間の差は小さい結果となりました。 

 

 一方、地域別で見ると、伊賀地域（57.2%）、東紀州地域（38.1%）が、県全体の

平均（66.3%）に比べて低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 設備等のユニバーサルデザインについて（年代別） 

 

 

 

 

Q2 官公庁・病院・スーパー・駅舎・歩道など多くの人が利用する施設やバスなど

  の乗り物についてだれもが使いやすくなっていると感じますか。 
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図 設備等のユニバーサルデザインについて（地域別） 
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 ３ 製品及び情報提供に関するユニバーサルデザインについて 

 

 

 

 

 

 

   製品、情報提供がさまざまな人の立場に立って配慮されてきているかという問いに、

「そう感じる（4.8%）」「どちらかと言えばそう感じる（39.8%）」と回答した方は、

あわせて 44.5%となっており、建物や乗り物に関する同様の問いより 21.9 ポイント

低い結果となりました。 

 

   年代別に見ると、60 歳代（49.0%）、20 歳代（47.0%）、50 歳代（44.4%）の

順に高くなっていますが、70 歳代以上（32.3%）の他は世代間の差が小さい結果と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 製品及び情報提供に関するユニバーサルデザインについて（年代別） 

 

 

  

Q3 日常生活で使う製品、社会生活に必要な広報誌やチラシなどの情報提供が、障

  がい者、高齢者、妊産婦、外国人等さまざまな人の立場に立って配慮されてきて

  いると感じますか。 

乗 物 だれもが使 やすくな と感 ますか
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４ サービスの提供に関するユニバーサルデザインについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

    行政サービスや顧客サービスがさまざまな人の立場に立って配慮されてきている

かという問いに、「そう感じる（5.2%）」「どちらかと言えばそう感じる（45.4%）」

と回答した方は、あわせて 50.6%となっており、建物や乗り物に関する同様の問い

より 15.7 ポイント低く、製品や情報提供の同様の問いより 6.0 ポイント高い結果と

なりました。 

 

 年代別に見ると、30 歳代（55.6%）、60 歳代（54.2%）、70 歳代以上（48.4%）

の順に高くなっていますが、世代間の差が小さい結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 サービスの提供に関するユニバーサルデザインについて（年代別） 

 

 

  

Q4 国、県、市町等の行政サービスや商店、商業施設、宿泊施設等の民間企業等 

  の顧客サービスが、障がい者、高齢者、妊産婦、外国人等さまざまな人の立場に

  立って提供されていると感じますか。（この設問での「サービス」は、案内表示

  や窓口サービス（説明）のわかりやすさ、利用手続きの簡素化、その他利用者の

  要望に応じたサービスをイメージしてください。） 
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５ 「三重おもいやり駐車場利用証制度」の認知度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「三重おもいやり駐車場利用証制度」について「制度の内容を知っている（40.7％）」

「店舗等で見たことがあるが、内容は知らない（29.5%）」合わせて、全体で 70.2％

の方がおもいやり駐車場を知っているか、または見かけたことがあると回答していま

す。 

  

 年代別に見ると、30 歳代（75.7%）、60 歳代（75.2%）、70 歳代以上（70.9%）

の順に高くなっています。 

 

 地域別になると中南勢地域（78.9％）が最も高く、東紀州地域（52.4％）が最も低

い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「三重おもいやり駐車場利用証制度」の認知度について（年代別） 

 

Q5 県では、障がい者や妊産婦、けが人などで、歩行が困難な方の外出を支援す 

  るため、公共施設や商業施設などに「おもいやり駐車場」の設置を進めるととも 

   に、その利用証を交付する「三重おもいやり駐車場利用証制度」を実施しています。

 ［当制度のＨＰアドレス］ 

  http://www.pref.mie.lg.jp/UD/HP/pref/omoiyari-p/index.htm 

     あなたは、「三重おもいやり駐車場利用証制度」をご存じでしたか。 
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図 「三重おもいやり駐車場利用証制度」の認知度について（地域別） 
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６ 「適合証プレート」の認知度について 

整備基準適合証（「適合証プレート」）について、「店舗等で見たことがあり、示す

意味を知っている（18.1％）」「店舗等で見たことはあるが、示す意味は知らない

（14.3％）」を合わせて 32.4%の方が見たことがあると回答しています。 

 また、「店舗等で見たことがあり、示す意味を知っている（18.1％）」「店舗等で

見たことはないが、示す意味は知っている（11.6％）」を合わせて 29.7%の方が示

す意味は知っていると回答しています。 

見たことがなく、示す意味も知らない方は、56.1％となっています。 

年代別に見ると、見たことがある方の割合は、70 歳代以上（38.8%）、60 歳代

（35.7%）、40 歳代（34.9%）の順に高くなっています。 

 意味を知っている方の割合は、60 歳代（36.3%）、70 歳代以上（35.5%）、50

歳代（32.1%）の順に高くなっています。 

 地域別に見ると、見たことがある方の割合は、中南勢地域（35.0%）、伊勢志摩

地域（33.0%）、北勢地域（32.6%）の順に高くなっています。 

 意味を知っている方の割合は、東紀州地域（33.3%）、伊勢志摩地域（32.1%）、

北勢地域（30.8%）の順に高くなっています。 

Q6 県では、公共的施設の整備に関し、その施設が、障がい者、高齢者等が安全かつ

快適に利用するために必要な基準に適合している場合には、整備基準適合証（「適 

 合証プレート」）を交付しています。 

［当制度のＨＰアドレス］ 

https://www.pref.mie.lg.jp/UD/HP/20871012597.htm

あなたは、「適合証プレート」を見たことがあり、その意味を知っていましたか。
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図 「適合証プレート」の認知度について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「適合証プレート」の認知度について（地域別） 
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Ｑ７ 高齢社会に対する関心について 

 三重県の 2010 年の高齢化率は 24.3％で、2025 年には 30.8％、2035 年には 33.5％にな

ると推計されているが、このことにどの程度関心があるかお聞きしたところ、「関心があ

る」と答えた方の割合が 90.5％（「非常に関心がある」40.7％＋「ある程度関心がある」

49.8％）、「関心がない」と答えた方の割合が 8.7％（「あまり関心がない」8.3％＋「ま

ったく関心がない」0.4％）とな

っている。 

 性別に見ると、「関心がある」

と答えた方の割合は男性で、

「関心がない」と答えた方の割

合は女性で、それぞれ高くなっ

ている。 

 年齢別に見ると、「関心があ

る」と答えた方の割合は 70歳代

以上で、「関心がない」と答え

た方の割合は 20歳代で、それぞ

れ高くなっている。 

 

Ｑ８ 介護保険制度の認知度について 

 介護保険制度の仕組みやサー

ビスについての周知度をお聞き

したところ、「知っている」と

答えた方の割合が 60.1％（「よ

く知っている」13.4％＋「ある

程度知っている」46.7％）、「知

らない」と答えた方の割合が               

39.9％（「聞いたことはあるが、

あまり知らない」35.0％＋「全

く知らない」4.9％）となってい

る。 

 年代別に見ると、「知ってい

る」と答えた方の割合は 70歳代

以上で、「知らない」と答えた

方の割合は 30 歳代、20歳代で、

それぞれ高くなっている。 

 前回の調査結果（平成 20年６

月）と比較してみると、「知っ

ている」（47.7％→60.1％）と

答えた方の割合が上昇し、「知

らない」（52.2％→39.9％）と答えた方の割合が低下している。 

9.9%

37.8%

43.9%

8.3%

13.4%

46.7%

35.0%

4.9%

0% 20% 40% 60%

よく知っている

ある程度知っている

聞いたことはあるが、あ

まり知らない

全く知らない

前回調査

今回調査

24.1%

28.2%

37.6%

45.9%

56.1%

64.5%

45.5%

35.0%

40.7%

55.4%

60.6%

50.7%

48.5%

38.2%

35.5%

46.4%

53.8%

49.8%

16.9%
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5.1%

5.1%

7.0%
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6.0%

6.5%

8.8%

15.3%

24.8%

32.3%

15.0%

11.5%

13.4%

45.8%

35.9%

46.8%

50.5%

52.2%

54.8%

46.0%

47.5%

46.7%

38.6%

49.4%

40.0%

31.1%

20.4%

12.9%

33.3%

37.1%

35.0%

9.6%

8.2%

4.4%

3.1%

2.5%
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3.9%
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が、あまり知らない
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Ｑ９ 生活支援サービスについて 

  高齢のため又は将来高齢となった時に、どのような生活支援サービスを受けたいかお聞

きしところ、「食事の準備」を挙げた方の割合が 33.6％と最も高く、以下、「掃除・庭の

手入れ」（30.0％）、「散歩・外出・買い物」（25.5％）、「通院（付き添い）」（24.5

％）などの順となっている。（複数回答）  

 性別に見ると、「掃除・庭の手入れ」、「散歩・外出・買い物」を挙げた方の割合は女

性で、「食事の準備」を挙げた方の割合は男性で、それぞれ高くなっている。 
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0.0%
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Ｑ10 地域の支え合いについて 

 地域の中で助け合いための「地域貢献活動」を行いたいかお聞きしたところ、「地域貢

献活動をしている」又は「したいと思っている」方の割合が 80.6％（「現在、地域貢献活

動をしている」6.3％＋「きっかけがあれば地域貢献活動をしたい」30.6％＋「地域貢献

活動をしたいが方法がわからない」9.4％＋「地域貢献をしたいが生活に余裕がない」                                        

34.3％）、「関心がない」又は「したくないと思っている」方の割合が 10.9％（「地域貢

献

にはあまり興味・関心がない」8.8％＋「地域貢献活動はしたくない」2.1％）となっている。                                         

  性別に見ると、「きっかけが

あれば地域貢献活動をしたい」

と答えた方の割合は男性で、

「地域貢献をしたいが生活に余

裕がない」と答えた方の割合は

女性で、それぞれ高くなってい

る。 

 年齢別にみると、「現在、地

域貢献活動をしている」と答え

た方の割合は 70 歳代以上と 60

歳代で、「きっかけがあれば地

域貢献活動をしたい」と答えた方の割合は 70 歳代以上と 60歳代で、「地域貢献活動をし

たいが方法がわからない」と答えた方の割合は 60 歳代で、「地域貢献をしたいが生活に余

裕がない」と答えた方の割合は 30歳代と 40 歳代で、「地域貢献にはあまり興味・関心が

ない」と答えた方の割合は 20歳代で、それぞれ高くなっている。 

 

Ｑ11 介護を受ける場所 

 仮に介護が必要となった場合に、どこで介護を受けたいと思うかお聞きしたところ、「在

宅介護サービスを利用しながら、できるかぎり自宅で介護を受けたい」と答えた方の割合

が 52.1％、「特別養護老人ホームや老人保健施設といった介護保険施設に入所して介護を

受けたい」と答えた方の割合が 18.4％、「介護付き有料老人ホームやサービス付き高齢者

向け住宅などに住み替えて介護

を受けたい」と答えた方の割合

が 17.8％となっている。 

 前回の調査結果（平成 20年６

月）と比較してみると、大きな

変化は見受けられない。 

 性別に見ると、「在宅介護サ

ービスを利用しながら、できる

かぎり自宅で介護を受けたい」

と答えた方の割合は男性で、
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興味・関心がない
地域貢献活動はしたく

ない
有償ならやりたい

その他

特になし

54.2%

55.3%

40.5%

52.6%

58.0%

74.2%

54.0%

49.9%

52.1%

21.7%

9.4%

21.5%

23.0%

17.2%

16.1%

18.3%

18.5%

18.4%

13.3%

19.4%

22.4%

16.8%

15.9%

6.5%

14.6%

21.7%

17.8%

10.8%

15.3%

14.6%

4.6%

6.4%

3.2%

10.9%

9.1%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

女性

総数
在宅介護サービスなどを利用し

ながら、できるかぎり自宅で介

護を受けたい

特別養護老人ホームや老人保

健施設といった介護保険施設

に入所して介護を受けたい

介護付き有料老人ホームや

サービス付き高齢者向け住宅

などに住み替えて介護を受け

たい
その他
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「介護付き有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅などに住み替えて介護を受けた

い」と答えた方の割合は女性で、それぞれ高くなっている。 

 年齢別に見ると、「在宅介護

サービスを利用しながら、でき

るかぎり自宅で介護を受けた

い」と答えた方の割合は 70歳以

上で、「特別養護老人ホームや

老人保健施設といった介護保険

施設に入所して介護を受けた

い」と答えた方の割合は 50歳代

で、「介護付き有料老人ホーム

やサービス付き高齢者向け住宅

などに住み替えて介護を受けた

い」と答えた方の割合は 40歳代で、それぞれ高くなっている。 

 

Ｑ12 自宅で介護を受けたい理由 

  「在宅介護サービスを利用しながら、できるかぎり自宅で介護を受けたい」と答えた方

（439 人）に、その理由をお聞

きしたところ、「住み慣れた自

宅で生活を続けたいから」と答

えた方の割合が 79.5％と最も

高く、以下、「施設に入るだけ

の経済的余裕がないから」

（30.5％）、「他人との共同生

活はしたくないから」（19.8

％）、「施設では自由な生活が

できないと思うから」（19.1％）

などの順となっている。（複数

回答） 

 前回の調査結果（平成 20年６

月）と比較してみると、「住み

慣れた自宅で生活を続けたいか

ら」（87.8％→79.5％）と答え

た方の割合が低下している。 

  性別に見ると、「住み慣れた

自宅で生活を続けたいから」と

答えた方の割合は男性で、「施

設に入るだけの経済的余裕がな

いから」と答えた方の割合は女

性で、それぞれ高くなっている。 

51.3%

18.0%

17.6%

2.0%

11.1%

52.1%

18.4%

17.8%

1.5%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

在宅介護サービスなどを利用しながら、できる

かぎり自宅で介護を受けたい

特別養護老人ホームや老人保健施設といった

介護保険施設に入所して介護を受けたい

介護付き有料老人ホームやサービス付き高齢

者向け住宅などに住み替えて介護を受けたい

その他

わからない

前回調査

今回調査

87.8%

29.3%

18.9%

20.9%

6.5%

4.5%

6.5%

5.9%

3.4%

0.0%

79.5%

30.5%

19.8%

19.1%

6.8%

4.3%

3.9%

3.6%

2.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%50% 60% 70% 80%90%100%

住み慣れた自宅で生活を続けたいから

施設に入るだけの経済的余裕がないから

他人との共同生活はしたくないから

施設では自由な生活ができないと思うから

施設で他人の世話になるのは嫌だから

具体的にどんな施設があるかわからないから

自宅でも十分な介護が受けられるから

福祉施設を利用することになんとなく抵抗がある

から

その他

わからない

前回調査

今回調査

44.0%

50.3%

42.1%

44.2%

49.0%

56.4%

48.6%

44.4%

46.8%

14.7%

17.0%

21.4%

21.5%

14.8%

12.8%

15.2%

21.6%

18.0%

17.3%

12.7%

15.7%

10.5%

7.7%

2.6%

11.1%

12.3%

11.7%

5.3%

10.9%

10.7%

11.0%

14.2%

15.4%

11.6%

10.8%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

女性

総数
住み慣れた自宅で生活を

続けたいから
施設に入るだけの経済的

余裕がないから
他人との共同生活はしたく

ないから
施設では自由な生活がで

きないと思うから
施設で他人の世話になる

のは嫌だから
具体的にどんな施設があ

るかわからないから
自宅でも十分な介護が受

けられるから
福祉施設を利用することに

なんとなく抵抗があるから
その他

わからない
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Ｑ13 施設で介護を受けたい理由 

  「特別養護老人ホームや老人

保健施設といった介護保険施設

に入所して介護を受けたい」、

「介護付き有料老人ホームやサ

ービス付き高齢者向け住宅など

に住み替えて介護を受けたい」

と答えた方（305 人）に、その

理由をお聞きしたところ、「家

族に迷惑をかけたくないから」

と答えた方の割合が 69.5％と

最も高く、以下、「緊急時の対

応の面で安心だから」（26.2

％）、「専門的な介護が受けら

れるから」（23.6％）などの順

となっている。（複数回答） 

 年代別に見ると、「家族に迷

惑をかけたくないから」と答え

た方の割合は 40 歳代、20 歳代

で、「専門的な介護が受けられ

るから」と答えた方の割合は 30

歳代で、「緊急時の対応の面で

安心だから」と答えた方の割合

は 60歳代で、それぞれ高くなっている。 

 

Ｑ14 介護を受けさせる場所 

 仮に家族に介護が必要となった場合に、どこで介護を受けさせたいと思うかお聞きした

ところ、「在宅介護サービスを利用しながら、できるかぎり自宅で介護を受けさせたい」

と答えた方の割合が 48.8％、

「特別養護老人ホームや老人保

健施設といった介護保険施設に

入所して介護を受けさせたい」

と答えた方の割合が 26.1％、

「介護付き有料老人ホームやサ

ービス付き高齢者向け住宅など

に住み替えて介護を受けさせた

い」と答えた方の割合が 11.6％

となっている。 

69.5%

26.2%

23.6%

15.1%

10.8%

6.9%

4.6%

2.0%

1.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族に迷惑をかけたくないから

緊急時の対応の面で安心だから

専門的な介護が受けられるから

家族は仕事をしているなど、介護の時間が十

分にとれないから

介護のための部屋がない、入浴しにくいなど

住宅の構造に問題があるから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介護が

できないから

家族がいないから

現在の住まいで受けられる介護サービスが

不十分だから

その他

わからない

44.4%

44.6%

46.8%

43.0%

38.9%

30.8%

43.2%

43.5%

43.4%

20.0%

16.2%

15.8%

14.1%

18.9%

15.4%

16.9%

15.9%

16.4%

15.6%

18.9%

10.1%

16.4%

13.3%

30.8%

16.0%

13.4%

14.7%

8.9%

8.1%

10.8%

7.8%

11.1%

7.7%

8.6%

10.2%

9.4%

11.1%

1.4%

7.2%

7.8%

6.7%

7.7%

6.2%

7.3%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

女性

総数
家族に迷惑をかけたくないから

緊急時の対応の面で安心だから

専門的な介護が受けられるから

家族は仕事をしているなど、介護の時

間が十分にとれないから

介護のための部屋がない、入浴しにくい

など住宅の構造に問題があるから

家族は高齢や体が弱いなど、十分な介

護ができないから

家族がいないから

その他

わからない

42.2%

47.6%

39.5%

51.5%

58.0%

71.0%

48.8%

48.8%

48.8%

27.7%

21.2%

29.3%

27.0%

26.1%

22.6%

27.9%

24.0%

26.1%

18.1%

13.5%

10.7%

10.7%

10.2%

3.2%

10.7%

12.8%

11.6%

12.0%

14.1%

18.5%

6.6%

1.9%

3.2%

9.4%

12.0%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

女性

総数 在宅介護サービスなどを利用し
ながら、できるかぎり自宅で介護
を受けさせたい
特別養護老人ホームや老人保健
施設といった介護保険施設に入

所して介護を受けさせたい
介護付き有料老人ホームやサー
ビス付き高齢者向け住宅などに
住み替えて介護を受けさせたい
その他

家族はいない

わからない
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 性別に見ると、「特別養護老

人ホームや老人保健施設といっ

た介護保険施設に入所して介護

を受けさせたい」と答えた方の

割合は男性で高くなっている。 

 年齢別に見ると、「在宅介護

サービスを利用しながら、でき

るかぎり自宅で介護を受けさせたい」と答えた方の割合は 70歳以上、60歳代、50 歳代で、

「特別養護老人ホームや老人保健施設といった介護保険施設に入所して介護を受けさせた

い」と答えた者の割合は 40 歳代、20 歳代で、「介護付き有料老人ホームやサービス付き

高齢者向け住宅などに住み替えて介護を受けさせたい」と答えた方の割合は 20 歳代、30

歳代で、それぞれ高くなっている。 

 

Ｑ15 給付と負担について 

 年金・医療・介護などの給付・サービス水準を現在のまま維持しようとすると、今後更

なる負担の増加が必要になると言われており、給付と負担の考え方についてお聞きしたと

ころ、「社会保障の水準維持のためには、税金や保険料などの負担が高くなっても構わな

い」と答えた方の割合が 27.9

％、「社会保障の水準維持が低

下しても、税金や保険料などの

負担が高くならないようにすべ

きだ」と答えた方の割合が 18.9

％、「どちらともいえない」と

答えた方の割合が 39.5％とな

っている。 

 前回の調査結果（平成 20年６

月）と比較してみると、「社会

保障の水準維持が低下しても、

税金や保険料などの負担が高くならないようにすべきだ」              （11.8％→18.9％）と答え

た方の割合が上昇している。 

 性別に見ると、「社会保障の

水準維持のためには、税金や保

険料などの負担が高くなっても

構わない」、「社会保障の水準

維持が低下しても、税金や保険

料などの負担が高くならないよ

うにすべきだ」と答えた方の割

合は男性で高くなっている。 

 年齢別に見ると、「社会保障

の水準維持のためには、税金や保険料などの負担が高くなっても構わない」と答えた方の

26.2%

11.8%

42.1%

16.6%

3.2%

27.9%

18.9%

39.5%

10.3%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社会保障の水準維持のためには、税金や保

険料などの負担が高くなっても構わない

社会保障の水準が低下しても、税金や保険料

などの負担が高くならないようにすべきだ

どちらともいえない

その他

わからない

前回調査

今回調査

48.8%

26.1%

11.6%

2.0%

0.8%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

在宅介護サービスなどを利用しながら、

できるかぎり自宅で介護を受けさせたい

特別養護老人ホームや老人保健施設と

いった介護保険施設に入所して介護を受

けさせたい

介護付き有料老人ホームやサービス付き

高齢者向け住宅などに住み替えて介護を

受けさせたい

その他

家族はいない

わからない

22.9%

20.6%

29.3%

31.6%

30.6%

35.5%

32.5%

22.5%

27.9%

21.7%

20.0%

17.6%

16.8%

20.4%

19.4%

21.8%

15.4%

18.9%

47.0%

45.3%

39.5%

37.8%

33.8%

29.0%

31.2%

49.6%

39.5%

4.8%

12.4%

9.8%

11.2%

10.8%

9.7%

11.3%

9.1%

10.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

女性

総数
社会保障の水準維持のために
は、税金や保険料などの負担

が高くなっても構わない

社会保障の水準が低下しても、

税金や保険料などの負担が高
くならないようにすべきだ

どちらともいえない

その他

わからない
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割合は 70歳以上、50歳代、60歳代、40歳代で、「社会保障の水準維持が低下しても、税

金や保険料などの負担が高くならないようにすべきだ」と答えた方の割合は 20 歳代、60

歳代、30 歳代でそれぞれ高くなっている。 

 

Ｑ16 高齢社会のための施策について 

  高齢社会に対応していくた

め、日々の暮らしに関して、最

も重点を置くべき対策について

お聞きしたところ、「老後でも

安心して生活できるような年金

の保障」と答えた方の割合が

62.0％と最も高く、以下、「必

要な時に医療・介護サービスを

利用できる体制の整備」（56.3

％）、「働きたい高齢者が働く

ことができる就労機会の確保」

（24.8％）、「移動手段・公共交通の整備をはじめとする高齢者に配慮した街づくりの推

進」（16.0％）などの順となっている。（複数回答） 

 前回の調査結果（平成 20年６月）と比較してみると「老後でも安心して生活できるよう

な年金の保障」（63.7％→62.0％）、「必要な時に医療・介護サービスを利用できる体制

の整備」（63.4％→56.3％）などほとんどの項目で低下している。 

 性別に見ると、「老後でも安心して生活できるような年金の保障」、「必要な時に医療

・介護サービスを利用できる体制の整備」と答えた方の割合は女性で、「働きたい高齢者

が働くことができる就労機会の確保」と答えた方の割合は男性で、それぞれ高くなってい

る。 

 年代別に見ると、「老後でも

安心して生活できるような年金

の保障」は 20歳代で、「必要な

時に医療・介護サービスを利用

できる体制の整備」は 60 歳代

で、「移動手段・公共交通の整

備をはじめとする高齢者に配慮

した街づくりの推進」は 20歳代

で、「働きたい高齢者が働くこ

とができる就労機会の確保」40

歳代、50 歳代で、それぞれ高く

なっている。 

 

63.7%

63.4%

26.7%

17.1%

5.5%

8.8%

3.0%

0.0%

62.0%

56.3%

24.8%

16.0%

7.1%

6.1%
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1.1%
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老後でも安心して生活できるような年金の保

障

必要な時に医療・介護サービスを利用できる

体制の整備

働きたい高齢者が働くことができる就労機会

の確保

移動手段・公共交通の整備をはじめとする

高齢者に配慮した街づくりの推進

体が不自由になっても生活できる住宅の整

備

災害対策、交通安全対策、防犯など、安全・

安心の確保

その他

わからない

前回調査

今回調査
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35.7%

34.6%

36.0%

33.2%

34.5%

34.3%
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35.1%
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27.9%

30.8%

34.0%

39.9%

31.0%

31.3%
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31.9%

11.9%

13.6%

17.0%

16.9%

8.8%

12.1%

14.4%

13.7%

14.1%

16.1%

10.2%

9.9%

5.8%

8.1%

5.2%

8.5%

9.8%

9.1%

4.9%

6.1%

2.7%

3.8%

3.2%
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3.8%

4.0%

5.6%

3.4%

3.0%

1.5%

4.2%

8.6%

3.8%

3.1%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

女性

総数
老後でも安心して生活でき

るような年金の保障

必要な時に医療・介護サー

ビスを利用できる体制の整

備
働きたい高齢者が働くこと

ができる就労機会の確保

移動手段・公共交通の整備

をはじめとする高齢者に配

慮した街づくりの推進
体が不自由になっても生活

できる住宅の整備

災害対策、交通安全対策、

防犯など、安全・安心の確

保
その他

わからない
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